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1994 1994 1994 1994
状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況

廃棄物収集・運搬
都市人口 510,497 561,720 512,112 99,201 125,811 113,560 108,149 173,150 119,795 147,079 264,133 204,356
収集率 83% 100% 88% 64% 100% 95% 61% 100% 89% 16% 70% 65%
収集サービス対象住居数 94,431 125,188 101,112 13,822 27,554 24,052 13,860 36,407 22,513 5,200 40,133 28,989
住居当りの人数 4.756 4.756
収集サービス対象人口 423,713 561,720 63,111 125,811 65,918 173,150 23,856 184,893
収集サービス非対象人口 86,784 0 512,112 36,090 0 113,560 42,231 0 119,795 123,223 79,240 204,356

収集方法 各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞなし）

各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設

収集車両 ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ、ﾀﾞ
ﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ、ﾀﾞ
ﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

運搬システム 収集車両より直
搬送

ﾄﾚｰﾗによる中間
処理ｼｽﾃﾑ

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

70m3ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯ
ｸによる中間処
理ｼｽﾃﾑ

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

労働者数 140 245 317 37 79 4 24 79 5 36 ?
単価（Gs/t） 11,959 23,866 21,135 47,762 26,644 26,999 18,836 23,805

主な機材
ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
30台

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
68台

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
32台

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
18台 ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
18台 ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
18台

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：1
台+ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

街路清掃

清掃システム 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃

清掃距離（km） 264 300 2 40 6 25 2 6 32 3
労働者数 160 370 32 46 8 31 25 8 38
単価（Gs/km） 10,772 11,132 18,000 22,466 18,721 25,424 13,698 23,459
主な機材 ｺﾝﾃﾅ：1,016式 ｺﾝﾃﾅ：16式

3 中間処理
感染性医療廃棄
物の焼却炉以外
の中間処理場な

有害廃棄物の適
正処理の充実

感染性医療廃棄
物の焼却炉以外
の中間処理場な

一部の感染性医
療廃棄物の焼却
処理

有害廃棄物の適
正処理の充実

一部の感染性医
療廃棄物の焼却
処理

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

感染性医療廃棄
物の焼却炉以外
の中間処理場な

有害廃棄物の適
正処理の充実

感染性医療廃棄
物の焼却炉以外
の中間処理場な

4 リサイクル 主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

USAIDのProcicla
計画にて一部地
域で実施

民間ｾｸﾀｰによる
Cateuraでの事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

民間ｾｸﾀｰによる
Cateuraでの事業

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

最終処分

埋立方法 ﾚﾍﾞﾙ1の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ﾚﾍﾞﾙ1の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ﾚﾍﾞﾙ1の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ｵｰﾌﾟﾝダンピン
グ

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ1以下の埋
立

主な処分場 Cateura Chaco-i
（AMUAM） Cateura (EMPO) Cateura Chaco-i

（AMUAM） Cateura (EMPO) Puerto Pabla AMUAM運営多
区処分場

Cateura (EMPO) Anahi-ｉ 1 AMUAM運営多
区処分場

Ñemby (不認
可）

発生場所からの距離（km） 5.4 31.9 5.4 7.0 31.2 7.0 6.5 15.0 6.5 8.0 15.0

単価（Gs/t） 685 20,376 9.90US$/t 939 20,376 9.90US$/t ? 26,654 9.90US$/t 1,360 26,654 80,000Gs/搬送

労働者数 7 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 7 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 0 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 1 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

主な機材台数 5 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ Asunción市の機
材併用

- ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

機材修繕場所

場所 Parque Caballero Parque Caballero Parque Caballero El Carmen AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

Ecuador & Guaira
St.

AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

区役所 AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

労働者数 77 66 3 - 3 - 7 -

2006
Asunción Fernando de la Mora

2006
Lambaré

2006
San Lorenzo

2006

5

6

自治体

1

2

Administrator
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廃棄物収集・運搬
都市人口
収集率
収集サービス対象住居数
住居当りの人数
収集サービス対象人口
収集サービス非対象人口

収集方法

収集車両

運搬システム

労働者数
単価（Gs/t）

主な機材

街路清掃

清掃システム

清掃距離（km）
労働者数
単価（Gs/km）
主な機材

3 中間処理

4 リサイクル

最終処分

埋立方法

主な処分場

発生場所からの距離（km）

単価（Gs/t）

労働者数

主な機材台数

機材修繕場所

場所

労働者数

5

6

自治体

1

2

1994 1994 1994 1994
状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況

94,268 189,685 154,274 99,010 239,801 170,986 45,982 115,790 65,229 34,896 87,875 53,166
15% 70% 40% 23% 70% 56% 16% 70% 48% 46% 85% 63%

3,000 28,360 13,132 4,800 35,103 21,724 1,500 16,996 6,751 3,500 16,150 7,189

14,046 132,780 22,954 167,861 7,154 81,053 16,188 74,694
80,222 56,905 154,274 76,056 71,940 170,986 38,828 34,737 65,229 18,708 13,181 53,166

各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ、ﾀﾞ
ﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

5 54 3 18 70 6 37 3 5 28 3
14,694 22,732 36,571 25,449 22,356 25,449 14,384 22,685

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
12台

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：4台
（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：
16台 ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：8
台

ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：6
台

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：3
台、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：1
台（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

街路清掃ｻｰﾋﾞｽ
なし 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 街路清掃ｻｰﾋﾞｽ

なし 手動清掃 手動清掃 街路清掃ｻｰﾋﾞｽ
なし 手動清掃 手動清掃

12 2 28 60 10 1 20
18 20 33 67 12 10 22 15

35,160 15,656 20,868 20,822 18,630

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

ｵｰﾌﾟﾝダンピン
グ

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ1以下の衛
星埋立

ﾚﾍﾞﾙ1の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ1以下の埋
立

Compania Sexta AMUAM運営多
区処分場

Capiatá Cateura AMUAM運営多
区処分場

Julián Augusto
Saldívar　（El
Farol）

Barrio Central Chaco-i
（AMUAM）

Julián Augusto
Saldívar　（El
Farol）

指定処分場なし AMUAM運営多
区処分場

Ñemby（不認可）

12.0 15.0 10.0 20.0 15.0 2.0 17.0 5.0 15.0

2,597 26,654 80,000Gs/搬送 未知 20,376 18,630 20,376 1,644 26,654 80,000Gs/搬送

1 - 7 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 1 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 1 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

- Asunción市の機
材併用

- ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

- - 0 - 0 -

Capiatá
2006

Luque
2006

Mariano Roque Alonso
2006

Villa Elisa
2006



廃棄物収集・運搬
都市人口
収集率
収集サービス対象住居数
住居当りの人数
収集サービス対象人口
収集サービス非対象人口

収集方法

収集車両

運搬システム

労働者数
単価（Gs/t）

主な機材

街路清掃

清掃システム

清掃距離（km）
労働者数
単価（Gs/km）
主な機材

3 中間処理

4 リサイクル

最終処分

埋立方法

主な処分場

発生場所からの距離（km）

単価（Gs/t）

労働者数

主な機材台数

機材修繕場所

場所

労働者数

5

6

自治体

1

2

1994 1994 1994 1994
状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況

30,600 61,573 71,909 2,265 4,558 3,977 15,440 24,720 17,469 6,591 8,359 10,009
7% 70% 43% 0% 50% 15% 18% 70% 14% 0% 50% 20%
450 9,182 6,578 0 495 290 600 3,658 1,195 0 865 891

2,112 43,101 0 2,279 2,839 17,304 0 4,180
28,488 18,472 71,909 2,265 2,279 3,977 12,601 7,416 17,469 6,591 4,179 10,009

各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設

各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 ｻｰﾋﾞｽなし 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ、
ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

4 43 1 3 6 6 18 5 10 3
17,808 36,314 39,269 12,362 35,378 72,146

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：10
台

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ：1台
（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ：2台
（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：4台 ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ：1台 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：2台
ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：1
台、ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ：
3台（ｵｰﾄｿｰｼﾝ

街路清掃ｻｰﾋﾞｽ
なし 手動清掃 手動清掃 街路清掃ｻｰﾋﾞｽ

なし 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃 手動清掃

12 2 6 15 2 5
14 2 9 7 7 6

20,091 17,808 20,245 8,402 19,178 24,658

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実 なし

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の充実

中間処理施設な
し

なし
発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業 なし

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業 なし

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

発生源による民
間ｾｸﾀｰによる事
業振興

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

処分場なし ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

処分場なし ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

Mbocayaty AMUAM運営多
区処分場

Villeta AMUAM運営多
区処分場

Julián Augusto
Saldívar　（El
Farol）

Compania Potrero
Poi

AMUAM運営多
区処分場

Itá AMUAM運営多
区処分場

Cateura
（EMPO）,
Capiatá

3.0 15.0 10.0 15.0 1.5 3.0 15.0 9.0 15.0

0 26,654 80,000Gs/搬送 26,654 3,288 26,654 26,654 9.90US$/t、
80,000Gs/搬送

1 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - 1 - - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

- ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - - - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ

なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

0 - - - -

Ñemby
2006

Julián Augusto Saldívar
2006

Itá
2006

Areguá
2006



1994 1994 1994
状況 目標 現況 状況 目標 現況 状況 目標 現況

廃棄物収集・運搬
都市人口 29,102 52,262 73,158 12,809 20,508 15,823 6,709 10,742 6,865
収集率 1% 50% 21% 10% 70% 18% 0% 50% 12%
収集サービス対象住居数 70 5,749 3,317 250 2,942 1,930 0 1,082 301
住居当りの人数
収集サービス対象人口 318 26,131 1,220 14,356 0 5,371
収集サービス非対象人口 28,784 26,131 73,158 11,589 6,152 15,823 6,709 5,371 6,865

収集方法 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ
ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）

各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 各戸収集 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設 ｻｰﾋﾞｽなし 各戸収集（ｳｪｲｽ

ﾄｽﾀﾝﾄﾞ設置）
各戸収集（一部
ｳｪｲｽﾄｽﾀﾝﾄﾞ設

収集車両 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ

運搬システム 収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

収集車両より直
搬送

労働者数 2 35 1 5 19 6 9
単価（Gs/t） 17,123 39,510 19,178 53,425 47,358

主な機材 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：8台 ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ：1台
（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ：1
台

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ：1台
（ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

街路清掃

清掃システム 手動清掃 手動清掃 手動清掃 街路清掃ｻｰﾋﾞｽ
なし 手動清掃 手動清掃 街路清掃ｻｰﾋﾞｽ

なし 手動清掃 手動清掃

清掃距離（km） 1 3 4 5 6
労働者数 3 4 10 6 7 10
単価（Gs/km） 19,178 30,137 24,658 25,570
主な機材

3 中間処理 中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の強制措

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の強制措

中間処理施設な
し

中間処理施設な
し

有害廃棄物の適
正処理の強制措

中間処理施設な
し

4 リサイクル なし 発生源による行
動指導

主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業 なし 発生源による行

動指導
主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業 なし 発生源による行

動指導
主に民間ｾｸﾀｰに
よる事業

最終処分

埋立方法 ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

ﾚﾍﾞﾙ2以下の衛
生埋立

処分場なし ﾚﾍﾞﾙ3の衛生埋
立

主な処分場 民間地
Chaco-i
（AMUAM）

Cateura
（EMPO） Puente Lata Chaco-i

（AMUAM） Villa Hayes Chaco-i
（AMUAM） Benjamín Aceval

発生場所からの距離（km） 4.0 22.1 3.5 20.3 6.0 30.5
単価（Gs/t） 0 20,376 9.90US$/t 0 20,376 20,376
労働者数 0 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ 0 - -
主な機材台数 - ｵｰﾄｿｰｼﾝｸﾞ - -
機材修繕場所

場所 なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

なし AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

AMUAMﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟ

労働者数 0 - 0 - -

20062006
Benjamín AcevalVilla HayesLimpio

2006

5

6

自治体

1

2



機種 貸出先 状況

1 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00155 199082 Asunción 稼働中
2 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00156 199085 Asunción 稼働中
3 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00157 199087 停止中
4 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00158 199099 San Lorenzo 稼働中
5 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00159 199195 停止中
6 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00160 199080 停止中
7 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00161 199192 Asunción 稼働中
8 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00162 199191 Asunción 稼働中
9 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00163 199182 Asunción 稼働中

10 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00164 199081 Asunción 稼働中
11 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00165 199183 Asunción 稼働中
12 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00166 O3 Asunción 稼働中
13 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00167 199194 Asunción 稼働中
14 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00168 199095 Asunción 稼働中
15 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00169 199187 Asunción 稼働中
16 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00170 199203 Luque 稼働中
17 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00171 199083 Asunción 稼働中
18 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00172 199197 Asunción 稼働中
19 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00173 199209 Asunción 稼働中
20 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00182 199099 Asunción 稼働中
21 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00183 199190 Asunción 稼働中
22 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00184 199094 Asunción 稼働中
23 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00185 - 停止中
24 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00186 199084 Asunción 稼働中
25 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00187 199096 Asunción 稼働中
26 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00188 199186 Asunción 稼働中
27 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00189 199200 Asunción 稼働中
28 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00190 199181 停止中
29 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00191 199201 停止中
30 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00192 199097 Asunción 稼働中
31 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00193 199100 停止中
32 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00197 199092 Asunción 稼働中
33 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00198 199198 Asunción 稼働中
34 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00199 199090 停止中
35 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00200 199188 停止中
36 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00201 199180 Asunción 稼働中
37 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00202 O5 Asunción 稼働中
38 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00203 199086 稼働中
39 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00204 199078 Asunción 稼働中
40 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00205 199093 停止中
41 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00206 199079 Asunción 稼働中
42 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00207 199091 Asunción 稼働中
43 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00208 199196 停止中
44 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00209 199098 Asunción 稼働中
45 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00210 199202 Asunción 稼働中
46 コンパクタートラック NISSAN PKC210F/98 PKC210F-00211 199189 San Lorenzo 稼働中
47 コンパクタートラック MITSUBISHI 6D14/94 FK615E510215 KAA773 Asunción 稼働中

貸出台数 稼動台数
Asunción 32 32
Luque 1 1
San Lorenzo 2 2
AMUAM保持 1
合計 35 36

停止台数
AMUAM修理場 10
その他修理場 1
合計 11

機種 貸出先 状況

1 ごみ収集用ダンプトラック NISSAN ＬKC210DH/98 LKC210D-00317 199204 DAMA 稼働中
2 ごみ収集用ダンプトラック NISSAN ＬKC210DH/98 LKC210D-00318 199205 Asunción 稼働中
3 ごみ収集用ダンプトラック NISSAN ＬKC210DH/98 LKC210D-00319 199205 Asunción 稼働中
4 土砂用ダンプトラック NISSAN ＬKC210DH/98 CKB450E-01577 199210 Asunción 稼働中
5 土砂用ダンプトラック NISSAN ＬKC210DH/98 CKB450E-01578 199211 Asunción 稼働中

DAMA：Asunción中央市場

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー

Administrator
５．AMUAM運営廃棄物管理事業機材の現況一覧表（2006年11月30日現在）



機種 貸出先 状況

1 ホイールローダ KOMATSU WA 180-3 53168 - 停止中
2 ホイールローダ CATERPILLER CAT 930 71H02823 - Asunción 稼働中

機種 貸出先 状況

1 モービルワークショップ NISSAN MKB210EHHB MKB210E-01519 199208 Asunción 稼働中

機種 貸出先 状況

1 ブルドーザ KOMATSU D65 E-12 62825 - Limpio 稼働中

2 ブルドーザ KOMATSU D65 E-12 62826 - 停止中

3 ブルドーザ KOMATSU D65 E-12 62827 - 停止中

4 ブルドーザ KOMATSU PC 200-6 60393 - EMPO 稼働中

機種 貸出先 状況

1 バックホー KOMATSU PC 200-6 103752 - Limpio 稼働中

機種 貸出先 状況

1 散水車 NISSAN LKC210FH/98 LKC210FH-00315 199206 Asunción 稼働中

機種 貸出先 状況

1 ピックアップトラック MAZDA PICK-UP/98 JM7-UFYOW5-W0145029 AXV136 Asunción 稼働中
2 ピックアップトラック MAZDA PICK-UP/98 JM7-UFYOW5-W0144845 AXV939 稼働中

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー

シャーシーメーカー、型番

シャーシーメーカー、型番

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー

シャーシーメーカー、型番、プレートナンバー



1 2 3 4

大項目 中項目 Asunción Fernando de la Mora Capiatá Lambaré

HUM HUM UM HUM

条例
条例194/2001号「都市衛生清掃
規定」

条例なし：担当部署の管理職員
の認識による

業者等の許可
最終処分事業をﾌﾞﾗｼﾞﾙ資本
EMPO社へ委託

収集・処分事業を民間ｾｸﾀ
（Platina社）ｰへ委託

自営業者（B. Mendoza）による収
集・処分サービス

Platina社1社による収集・処分ｻｰ
ﾋﾞｽを提供

廃棄物管理計画とM/P 計画は稼働車両数によって決
定、M/Pなし

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

財政

収支
2007年予算案：支出=38,266百万

Gs（内最終処分=16.380百万Gs）

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳
上記予算書及び契約書の内容か
ら確認予定

上記予算書及び契約書の内容か
ら確認予定

収集料金 徴収資産税から拠出 12,000～18.000Gs/月 6,000～20.000Gs/月 16,000Gs/月

処分場持込料金
Cateura最終処分場の持込料金

=US$9.00/t（税込みUS%9.90/t） 該当なし 80,000Gs/台 該当なし

トップの問題意識
収集機材の老朽化、2008年以降
の処分場の問題が課題、解決策
なし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

部局の構成
都市ｻｰﾋﾞｽ課が主管：組織図入
手予定（12/11） 環境課が主管 基礎ｻｰﾋﾞｽ課が主管

環境課が主管：組織図入手予定
（12/11）

意思決定メカニズム
意思決定権は収集・処分の計
画、EMPO社の監査業務及び苦
情処理に及ぶ

意思決定は苦情処理に限定、基
礎ｻｰﾋﾞｽ課で決定

意思決定は苦情処理に限定、基
礎ｻｰﾋﾞｽ課で決定

意思決定は苦情処理に限定、環
境課で決定

SWMにおける知的資産
統計情報あり、マニュアルは最終
処分場におけるJICA専門家のも
のに限定

統計情報なし、マニュアルはある
が適用されていない

統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし

地図、GIS 地籍図はあるが、ごみ収集・処分
の計画には利用されていない

公共事業課で管理、詳細未確
認、ごみ収集事業には利用して
いない

地籍図完成、ごみ収集事業には
利用していない

職務分担
収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

職員数
管理職：7人、監督：7人、運転手：

117人、捕手：176人、医療廃棄物

管理：10人

管理職員3人（技術者1）、作業
員？名（街路清掃）

管理職員2人（技術者1）、作業員

20名（街路清掃）
管理職5名、街路清掃職員25名

訓練
教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

管理職員1名がSEAMによるEIA
研修（3ヶ月、有料）受講

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

調整能力
AMUAM以外にSEAM等との調
整能力あり

他機関との調整能力なし、区役所
内の他部署との調整機能なし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

不法投棄、ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰによるご
みの散乱の問題あり

不法投棄や降雨時に放流する習
慣がある

焼却や降雨時に放流する習慣が
ある

河川への不法投棄、降雨時に放
流する習慣がある

収集事業領域・対象人口
統計情報あり、対象人口はほぼ
100%

統計情報なし、対象人口は80%
（2002年=95%）

統計情報なし、対象人口は80% 統計情報なし、対象人口はほぼ
100%

一次収集 収集業者より各戸収集 収集業者より各戸収集
収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

集積所 集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

車両運行管理計画、方法
計画はAMUAM（22台）+市（4台）
の稼働車両数による

委託業者の台数未確認、ｵｰﾌﾟﾝﾄ
ﾗｯｸ利用

計画なし：ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4台で収集 収集業者の台数未確認

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

苦情処理は都市ｻｰﾋﾞｽ課で対
応、収集従業員と調整・是正指導

苦情処理は環境課で対応、収集
従業員と調整・是正指導

苦情処理は基礎ｻｰﾋﾞｽ課で対
応、収集業者と調整・是正指導

苦情処理は環境課で対応、収集
業者と調整・是正指導

リサイクル
ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

処分場統計
処分場統計はCateuraの技術観
察事務所の搬入管理による

処分統計なし、処分場未確認
処分場統計なし、SEAMより認可
された処分場あり、一部覆土閉鎖

収集業者はCateuraを利用、統計
は業者が管理

計量
搬入計量をCateuraのﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ
で実施

搬入量計量なし 搬入量計量なし 計量統計は業者が管理

処分方法
準ﾚﾍﾞﾙ3（ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰが処分場
内で活動するため格下げ）の
Cateura最終処分場で実施

Cateura処分場での埋立処分、収
集業者による処分情報なし

最終処分場：積み上げ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
で埋立、方法ﾏﾆｭｱﾙなし

Cateura処分場での埋立処分、収
集業者による処分情報なし

浸出水・ガス
浸出水収集・処理施設あり、ｶﾞｽ
抜き管設置予定

同上
浸出水収集・処理、ｶﾞｽ抜き施設
なし、管理者には問題認識なし

同上

アクセス道路
ｱｸｾｽ道路は舗装、ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ不
十分

同上 ｱｸｾｽ道路未舗装 同上

モニタリング体制 観測井の設置を4ヶ所に予定 同上 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制なし 同上

ウェストピッカー対策
ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰの組織化を促進し、
NGO AltervidaによるProcicla計画
でﾘｻｲｸﾙ事業実施中

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ対策なし
ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ対策なし、処分場へ
のｱｸｾｽ制限なし

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ対策なし

事業系廃棄物の取扱い
事業系廃棄物の混入あり、量は
事業所別に一部把握

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体

Administrator
６．アスンシオン首都圏廃棄物管理能力アセスメント一覧表



大項目 中項目

条例

業者等の許可

廃棄物管理計画とM/P

財政

収支

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳

収集料金

処分場持込料金

トップの問題意識

部局の構成

意思決定メカニズム

SWMにおける知的資産

地図、GIS

職務分担

職員数

訓練

調整能力

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

収集事業領域・対象人口

一次収集

集積所

車両運行管理計画、方法

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

リサイクル

中間処理

処分場統計

計量

処分方法

浸出水・ガス

アクセス道路

モニタリング体制

ウェストピッカー対策

事業系廃棄物の取扱い

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

5 6 7 8

Luque Mariano Roque Alonso San Lorenzo Villa Elisa

UM UM UM UM

条例04/2006号「生活廃棄物収集
処分料金」

条例079/2005J.M.号「ごみ収集料
金」

条例03/2006「固形廃棄物収集処
分料金」

条例8/2006「固形廃棄物収集料
金」

El Farol社、Porvenir社、CM社に
よる収集・処分ｻｰﾋﾞｽ（履行期間
6ヶ月）

Farol社1社による収集・処分ｻｰﾋﾞ
ｽを提供、契約書入手予定
(12/12）

都市外周域の収集・処分業務に2
社

SEO社1社による収集・処分ｻｰﾋﾞ
ｽを提供、契約書入手予定
(12/11）

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

2006年予算=6,011百万Gs 区予算＝8,100百万Gs（衛生課＝

1,350百万Gs）：実行水準＝80%

2005年11月報告書：収集単価

=16,500Gs/戸

2006年予算=175百万Gs、区分：
労務費、報酬、消耗品、起業費

業者が料金徴収、区役所へのﾛｰ
ﾔﾙﾃｨ支払い（徴収金額の10%）

業者が料金徴収、区役所へのﾛｰ
ﾔﾙﾃｨ支払い（徴収金額の10%）

業者による料金徴収、区役所へ
5%のﾛｰﾔﾙﾃｨ支払い

上記予算書及び契約書の内容か
ら確認予定

住宅：12,000～22,000Gs/月、事

業所：30,000～1.5百万Gs/月
住宅：7,600～20,000G/月、事業

所：15,000～120,000Gs/月
住宅：20,000G/月、事業所：

20,000～100,000Gs/月 住宅：17,000～20,000Gs/月

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

社会的要素を考慮し民間ｾｸﾀｰか
ら区役所による直営復帰を検討
中

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

環境課が主管 衛生課が主管 環境課が主管 衛生課が主管

意思決定は苦情処理に限定、環
境課で決定

意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

意思決定は苦情処理に限定、環
境課で決定

意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

統計情報、マニュアルなし
統計情報、マニュアルなし：区議
会での廃棄物管理における経済
的調査を実施

統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし

GISは未完成（1997年現在の50%
程度）、地籍図を収集業者へ提
供

地籍課で土地利用情報を整備
GISは未完成（1997年現在の50%
程度）

地籍課で土地利用情報を整備

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

管理職3名、街路清掃職員10名 管理職3名、街路清掃職員15名

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

SEAMより衛生課の職員を対象に
水質汚濁における研修受講

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

NGO Altervidaより環境衛生にお
ける研修を受講

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

焼却、自宅敷地内での埋立や降
雨時に放流する習慣がある

焼却や降雨時に放流する習慣が
ある

焼却、自宅敷地内での埋立や降
雨時に放流する習慣がある

焼却、不法投棄や降雨時に放流
する習慣がある

統計情報なし、対象人口は50% 統計情報なし、対象人口は40% 統計情報なし、対象人口は50% 統計情報なし、対象人口は80%

AMUAM及び収集業者より各戸
収集（料金未払い戸は収集停止）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

AMUAM及び収集業者より各戸
収集（料金未払い戸は収集停止）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

2002年10月のT&M調査に基づ
いた計画を業者へ義務付け

収集業者の台数未確認
AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ1台（都
市中央）、収集業者の台数未確
認

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ3台+ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ1
台：計画方法は収集業者による

苦情処理は環境課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は環境課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸによる
処分統計あり、収集業者の処分
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし
AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸによる
処分統計あり、収集業者の処分
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者（SEO社）の処分ﾃﾞｰﾀな
し

AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸによる
計量統計あり、収集業者の計量
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者の計量ﾃﾞｰﾀなし
AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸによる
計量統計あり、収集業者の計量
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者（SEO社）の計量ﾃﾞｰﾀな
し

AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸは

Cateura処分場での埋立処分、収
集業者による処分情報なし

収集業者による処分情報なし、区
内の旧処分場はSEAMより閉鎖

AMUAMのｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸは

Cateura処分場での埋立処分、収
集業者による処分情報なし

Nueva Italia地域にSEO社が所有
する最終処分場で処分

Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

旧処分場は未整備
Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

状況を把握していない

Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

旧処分場へのｱｸｾｽ道路は未舗
装

Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

状況を把握していない

Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

旧処分場は未整備
Cateura処分場以外の未確認処
分場は未整備

状況を把握していない

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ対策なし 旧処分場へのｱｸｾｽ制限なし ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ対策なし 状況を把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体



大項目 中項目

条例

業者等の許可

廃棄物管理計画とM/P

財政

収支

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳

収集料金

処分場持込料金

トップの問題意識

部局の構成

意思決定メカニズム

SWMにおける知的資産

地図、GIS

職務分担

職員数

訓練

調整能力

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

収集事業領域・対象人口

一次収集

集積所

車両運行管理計画、方法

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

リサイクル

中間処理

処分場統計

計量

処分方法

浸出水・ガス

アクセス道路

モニタリング体制

ウェストピッカー対策

事業系廃棄物の取扱い

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

9 10 11 12

Areguá Benjamín Aceval Guarambaré Itá

LUM LUM LUM LUM

条例なし、市町村法典を適用
条例16/2002号「環境管理・生活
廃棄物処分管理」

NG社1社による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ

を提供、契約書入手予定(12/11）
自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供

自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供

該当なし

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

収集から処分までのｻｰﾋﾞｽを区に
よって実施、M/Pなし

2006年予算（百万Gs)：収入

=2,711

SWM関連項目の予算なし

街路清掃の部が費用であるが他
の費目と一緒に労務費、修繕費
等に区分

収集処分費用：10百万Gs/月（運

転手1人、収集人、ﾊﾞｯｸﾎｰ1人、

捕手2人）

該当なし

上記予算書の内容から確認予定

12,000～15,000Gs/月 10,000Gs/月 10.000Gs/月 10.000Gs/月

該当なし 該当なし 設定なし
設定なし（他区ごみは受け入れな
い）

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

ごみの発生量が微量であるため
重要視されていない

ごみ収集車の適正化が必要であ
り、次期政権の課題であると認識

技術企画環境管理課が主管 環境課が主管 市長秘書が主管 衛生課が主管

意思決定は苦情処理に限定、技
術企画環境管理課で決定

意思決定は苦情処理に限定、環
境課で決定

市長レベルで決定
意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし
統計情報なし、作業マニュアルあ
り

地籍図未完成 地籍図2004年現在整備 衛星写真あり 地籍図整備、土地利用計画あり

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

組織図入手予定（12/19）

管理職3名、街路清掃職員人数
未確認

街路清掃10人 必要性に応じて日雇い
運転手1人、収集人、ﾊﾞｯｸﾎｰ1
人、捕手2人

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

NGO Altervidaよりごみ処分場の
管理方法について研修受講

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

河川への不法投棄、降雨時に放
流する習慣がある

焼却、自宅敷地内で埋立する習
慣がある

河川への不法投棄（他の区か
ら？）

統計情報なし、対象人口は20% 統計情報なし、対象人口は50% 統計情報なし、対象人口は700～
800戸に相当

統計情報なし、対象人口は50%

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は未収集）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は未収集）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は未収集）

各戸収集

集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ1台＋ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ3
台：計画・方法は収集業者による

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収集
業者による

ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は
収集業者による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台で週2回収集

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

殆どなし
ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

収集業者（NG社）の処分ﾃﾞｰﾀな
し

収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし 収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし 統計なし

収集業者（NG社）の計量ﾃﾞｰﾀな
し

収集業者の計量ﾃﾞｰﾀなし 収集業者の計量ﾃﾞｰﾀなし 計量なし

Capiatá区内の最終処分場で処

分、不認可処分場1ヶ所あり
不認可処分場で処分

El Farol社が運営する処分場で実
施、他区のごみ搬入

区の処分場を利用（寿命15年）、

衛生埋立、NGO Altervida計画案
を適用

Capiatá処分場：未整備 未整備 未確認
浸出水濾過施設、ｶﾞｽ抜きﾊﾟｲﾌﾟ
整備

Capiatá処分場：ｱｸｾｽ道路は未舗
装

未整備 未舗装 未確認

Capiatá処分場：未整備 未整備 未確認 未確認

Capiatá処分場へのｱｸｾｽ制限な
し

対策なし
対策なし、処分場でｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ
が活動

対策なし、処分場で2家族から構
成されるｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰが活動

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体



大項目 中項目

条例

業者等の許可

廃棄物管理計画とM/P

財政

収支

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳

収集料金

処分場持込料金

トップの問題意識

部局の構成

意思決定メカニズム

SWMにおける知的資産

地図、GIS

職務分担

職員数

訓練

調整能力

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

収集事業領域・対象人口

一次収集

集積所

車両運行管理計画、方法

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

リサイクル

中間処理

処分場統計

計量

処分方法

浸出水・ガス

アクセス道路

モニタリング体制

ウェストピッカー対策

事業系廃棄物の取扱い

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

13 14 15 16

Itauguá Julián Augusto Saldívar José Falcón Limpio

LUM LUM LUM LUM

条例158/98号「ごみ収集規定」、

条例020/2003「ごみ収集料金表」
条例02/116/2004「都市清掃事業
規定」

条例なし 条例33/97号「不法投棄罰則」

自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供（6ヶ月契約）

El Farol社が最終処分場を運営 自営業者との収集処分契約
自営業者（C.Delgado）との収集処

分契約（満期2006年12月）

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし 計画、M/Pなし
計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

2006年予算収入=5,000百万Gs 2006年予算（百万Gs）：収入

=2,101 収入=3,200～4,000百万Gs 2006年予算（百万Gs）：収入

=7,047、支出=6,958

未確認
2006年予算（百万Gs）：ごみ収

集、街路清掃収入=25
2006年予算（百万Gs）：ごみ収集

収入=15、支出の当該費目なし

未確認 未確認 800,000Gs/年 支出は労務費、機材修繕費とし
て管理、廃棄物管理の費目なし

9,000Gs/戸 業者が料金徴収、区役所へ25万
Gs/月のﾛｰﾔﾙﾃｨ支払い

業者が料金徴収
業者が料金徴収、区役所へ25万
Gs/月のﾛｰﾔﾙﾃｨ支払い

未確認 未確認
収入はごみ収集の項目のみ、契
約書の指定金額の50%が計上

14,000Gs/月：収集業者分

=9,000Gs、区役所分=5,000Gs
住宅：5,290～12,852Gs/月、事業

所：12,582～110,000Gs/月 2,800Gs/月 住宅：15,000～16,000Gs/月、

事業所：12,000～40,000Gs/月

該当なし
設定なし（収集業者の料金に含ま
れている）

設定なし（収集業者の料金に含ま
れている）

該当なし

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

地籍簿に基づいた廃棄物管理計
画の導入の必要性を重視

ごみの発生量が微量であるため
重要視されていない

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

衛生課が主管 市長秘書が主管 市長秘書が主管 衛生環境課が主管

意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

市長レベルで決定 市長レベルで決定
意思決定は苦情処理に限定、衛
生環境課で決定

統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし

地籍図は5年前に整備されたもの
あり

地籍図なし 地籍図なし
地籍図完成、2003年現在の衛星
写真あり

組織未確定
収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

街路清掃職員10名、必要に応じ

て臨時雇用15人まで
収集=6人（運転手2人） 街路清掃6人 管理職1名、街路清掃職10人

SEAMの啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加でき
なかった

SEAMの啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加でき
なかった

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

NGO Altervidaより環境衛生にお
ける研修を受講

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

河川への不法投棄、焼却、自宅
敷地内の埋立（排泄物混入）

焼却、河川への不法投棄や自宅
敷地内埋立する習慣がある

焼却や自宅敷地内埋立する習慣
がある

焼却、不法投棄や自宅敷地内埋
立する習慣がある

統計情報なし、対象人口は1,500
戸に相当

統計情報なし、対象人口は30% 未確認 統計情報なし、対象人口は10%

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は未収集）

各戸収集
収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は未収集）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）、SEAM許可あ
り

集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2台 ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ2台：方法は収集業者
による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：方法は収集業者
による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

苦情処理は衛生課で対応 苦情処理 苦情処理
苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

統計なし 統計なし 統計なし 収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし

計量なし 計量なし 計量なし 収集業者計量ﾃﾞｰﾀなし

不認可処分場へｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ
区の処分場を利用、衛生埋立、
El Farol社建設・経営、他区ごみ
搬入

区の簡易処分場を利用（埋立）
収集業者の処分方法未確認、不
認可処分場10ヶ所あり

未整備
浸出水処理施設なし、ｶﾞｽ抜きﾊﾟ
ｲﾌﾟあり

未整備 未整備

未整備 未舗装 未整備 ｱｸｾｽ道路は未舗装

未整備 未整備 未整備 未整備

対策なし、処分場で土地の所有
者がｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ

対策なし、処分場でｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ
が活動

対策なし 処分場へのｱｸｾｽ制限なし

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

未確認
事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体



大項目 中項目

条例

業者等の許可

廃棄物管理計画とM/P

財政

収支

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳

収集料金

処分場持込料金

トップの問題意識

部局の構成

意思決定メカニズム

SWMにおける知的資産

地図、GIS

職務分担

職員数

訓練

調整能力

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

収集事業領域・対象人口

一次収集

集積所

車両運行管理計画、方法

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

リサイクル

中間処理

処分場統計

計量

処分方法

浸出水・ガス

アクセス道路

モニタリング体制

ウェストピッカー対策

事業系廃棄物の取扱い

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

17 18 19 20

Nanawa Nueva Italia Ñemby San Antonio

LUM LUM UM UM

条例なし 条例なし
条例39/2005JM「廃棄物収集」、

条例4/98「不法投棄罰則」

条例2/94「ごみ収集料金」、条例

2/93号「不法投棄罰則」

自営業者との収集処分契約 自営業者との収集処分契約
EMAASA社1社による収集・処分
ｻｰﾋﾞｽを提供、契約書入手予定
(12/11）

自営業3社による収集・処分ｻｰﾋﾞ
ｽを提供

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

2006年予算収入=414百万
2006年予算（百万Gs）：収入

=4,707、支出=4,707

未確認
2006年予算（百万Gs）：ごみ収集

税=20、支出=SWM組織の予算
なし

6百万Gs/年 SWM部署の費用の詳細なし

500,000～700,000Gs/月 未確認
業者による料金徴収、区役所へ
5%の税支払い（1年契約、自動更
新）

未確認

10,000Gs/月 住宅：2,000G/月、事業所：2,500
～5,000Gs/月

住宅：8,000～12,000Gs/月、事業

所：12,000～70,000Gs/月 12,000～14,000Gs/月

設定なし 該当なし 該当なし 設定なし

廃棄物管理の担当がいない
ごみの発生量が微量であるため
重要視されていない

問題を意識しており、CBO経由解
決策を検討中

問題（収集不足、最終処分場）は
意識しているが、解決案はなし

市長が主管：市役所は全員で4人
（市長、秘書、監査役、会計）

市長が主管 衛生課が主管 衛生課が主管

市長が決定 市長が決定
意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

意思決定は苦情処理に限定、衛
生課で決定

統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし 統計情報、マニュアルなし

地籍図なし 地籍図なし USAIDの支援で地籍図を整備 地図未完成

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

収集・処分業者の契約履行状
況、街路清掃管理のみ

街路清掃は臨時雇用 街路清掃2名 管理職1名（地籍課から臨時的兼
務）、街路清掃職員人数未確認

管理職1名、街路清掃は必要性と
予算によって人数変動

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのNGOが害虫による伝
染病の予防策について研修

SEAMの啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加でき
なかった

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

なし
近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

河川への不法投棄をする習慣が
ある

焼却、自宅敷地内に埋立する習
慣がある

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

統計情報なし、対象人口は未確
認

統計情報なし、対象人口は70戸
に相当

統計情報なし、対象人口は45% 統計情報なし、対象人口は70%

収集業者より各戸収集 収集業者より各戸収集
収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

馬車2台：計画・方法は収集業者
による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ3台：計画・方法は担
当地区別に収集業者による

監督機能欠如 苦情処理
苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

苦情処理は衛生課で対応、収集
業者と調整・是正指導

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし 収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし
収集業者（EMAASA社）の処分
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者の処分ﾃﾞｰﾀなし

収集業者計量ﾃﾞｰﾀなし 収集業者計量ﾃﾞｰﾀなし
収集業者（EMAASA社）の計量
ﾃﾞｰﾀなし

収集業者の計量ﾃﾞｰﾀなし

区の簡易処分場を利用（埋立） Villeta区の処分場を無料利用

Villeta区内の処分場を利用

（80,000Gs/台）、不認可処分場

2ヶ所あり

未確認：収集業者に対する監督
能力なし

未整備
Villeta区の処分場の状況を把握
していない

未整備 同上

未整備 同上 ｱｸｾｽ道路は未舗装 同上

未整備 同上 未整備 同上

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰなし 同上 Villeta処分場へのｱｸｾｽ制限なし 対策なし

未確認 同上
事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体



大項目 中項目

条例

業者等の許可

廃棄物管理計画とM/P

財政

収支

支出額とその内訳（費用区
分別）

委託の場合の契約金額

収入とその内訳

収集料金

処分場持込料金

トップの問題意識

部局の構成

意思決定メカニズム

SWMにおける知的資産

地図、GIS

職務分担

職員数

訓練

調整能力

現行貯蔵・排出方法・ルー
ル

収集事業領域・対象人口

一次収集

集積所

車両運行管理計画、方法

収集・運搬業務の監督責
任者、監督方法

リサイクル

中間処理

処分場統計

計量

処分方法

浸出水・ガス

アクセス道路

モニタリング体制

ウェストピッカー対策

事業系廃棄物の取扱い

自治体のSWM
主管組織

区分

最終処分

収集運搬

自治体の制度

21 22 23 24

Villa Hayes Villeta Ypacaraí Ypané

LUM LUM LUM LUM

条例18/2004「固形廃棄物集処
分・公衆衛生規定」

条例34/98J.M.「環境汚染防止・
生活廃棄物最終処分規定」

該当なし
自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供、契約書入手予定(12/19）

自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供、契約書入手予定(12/19）

自営業者による収集・処分ｻｰﾋﾞｽ
を提供

計画、M/Pなし 計画、M/Pなし 計画、M/Pなし
計画、M/Pなし：計画はサービス
業者のもによる

収入=7,000百万Gs 収入=3,000百万Gs 収入=2,000百万Gs

該当なし
業者による料金徴収、区役所へ
5%の税支払い

業者による料金徴収、区役所へ
2%の税支払い

業者による料金徴収（全額業者
分）

住宅：3,000～4,000Gs/月、事業

所：5,000～10,000Gs/月 10,000Gs/月 10,000～15,000Gs/月 15,000Gs/月

設定なし（他区ごみは受け入れな
い）

80,000Gs/台 該当なし 設定なし

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸの更新が課題
新規の処分場の必要性が課題で
あることを認識

下水道整備に次ぐ優先課題とし
ている

区の新規の最終処分場を建設中

組織未確定 組織図入手予定（12/19） 衛生課が主管：組織未確定

意思決定は苦情処理に限定、環
境課で決定

市長が決定 市長が決定
意思決定は苦情処理に限定、衛
星課で決定

未確認 未確認 未確認 未確認

地籍図整備
NGO Altervidaの支援で地籍図
作成

NGO Altervidaの支援で土地利
用計画作成

土地利用図あり、最終処分場の
建設候補地を把握

組織図入手予定（12/19） 未確認

収集6人（運転手2人） 未確認 未確認

教育・啓発計画なし：SEAMが行
うものに限定

SEAMやNGO Altervidaより公衆
衛生環境保全について研修受講

SEAMやNGO Altervidaより公衆
衛生環境保全について研修受講

殆ど行われていない

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

近隣区役所の同等ﾚﾍﾞﾙの同ｾｸ
ﾀｰ組織に限定、AMUAMとなし

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

焼却、不法投棄、自宅敷地内埋
立や降雨時に放流する習慣があ
る

河川への不法投棄、焼却、自宅
敷地内の埋立（排泄物混入）

統計情報なし、対象人口は3,600
戸に相当

統計情報なし、対象人口は700戸
に相当

統計情報なし、対象人口は30% 統計情報なし、対象人口は20%

各戸収集 各戸収集 収集業者より各戸収集
収集業者より各戸収集（料金未払
い戸は収集停止）

集積所なし 集積所なし 集積所なし 集積所なし

ｺﾝﾊﾟｸﾀｰﾄﾗｯｸ1台：区の職員が収
集

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾗｯｸ1台：計画・方法は収
集業者による

未確認 人事不足で監督機能なし 人事不足で監督機能なし 人事不足で監督機能なし

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

ｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰよりﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、ｱﾙﾐ
缶、ｶﾞﾗｽ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ等を収集前に
各戸回収

中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし 中間処理施設なし

統計なし 統計なし 統計なし 統計なし

計量ﾃﾞｰﾀなし 計量ﾃﾞｰﾀなし 計量ﾃﾞｰﾀなし 計量ﾃﾞｰﾀなし

区が運営する処分場（衛生埋立）
区の衛生埋立処分場で処分
（CEAMSO社設計、寿命2年）

収集業者はCateura処分場を利用
区内の民間所有地での衛生埋立
（所有者がｳｪｲｽﾄﾋﾟｯｶｰ）

未整備
浸出水施設未整備、ｶﾞｽ抜き管あ
り

該当なし 未整備

未整備 未整備 該当なし 未整備

未整備 未整備 該当なし 未整備

対策なし（製鉄所廃棄物のｳｪｲｽﾄ
ﾋﾟｯｶｰ約3,000人）

登録制15人活動 該当なし
最終処分場のために土地を提供
する者に対し資源回収権を付与

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

該当なし
事業系廃棄物の混入あり、量は
把握していない

                         凡例：HUM=高度都市化自治体、UM=都市化自治体、LUM=未都市化自治体
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【AMUAM 表敬及び情報収集】 

日 時：2007 年 1 月 15 日 10 時 30 分～13 時 
場 所：AMUAM 
出席者： 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（JICA パラグアイ事務所） 
佐久田 知親 班長 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
 
〈協議事項〉 
アスンシオン首都圏自治体連合（AMUAM）の局長より以下の説明を受けた。 
 
現任の局長は、昨年の 12 月 19 日付で就任した。前職は、銀行に勤めていた。
現在、固形廃棄物管理について勉強している。 
AMUAM は、現在 11 人の職員であるが、理事会を経て 2月には、35 人にまで増
員していきたい。収入は、アスンシオン市からの車両のレンタル料で、250 
Million Gs/月の収入を予定しており、そのうち 35 人分の給料として 78 Million 
Gs/月の支出の承認を求める予定である。予算は理事会の承認を受けなくてはい
けないが、AMUAM では、次の事項を実行していきたいと考えている。 
 
 24 の自治体をコンピュータのネットワークで結んで情報の整理を行うこ
と。 
 収集車両の適正利用を図るため、使用時間を半減し、維持管理に時間を使
う。 
 運転手が、リサイクルなどに時間を取られぬよう GPS システムを導入して
収集システムの管理を行う。 
 現在の最終処分場(Cateura)の契約を見直して、AMUAM が関与して適正管
理を行う。少なくとも市内の 3ヵ所の処分場にリサイクルプラントを導入
して減量化を図る。 
 収集車両を新規購入する(毎月4台をそろえると1年ですべて新しくなる)。 

 
（上記の事業について、いくつかの質問を出したが、新局長は、固形廃棄物
管理の内容だけでなく、AMUAM の事業内容、財政状況についてもこの時点で十分
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な把握がなされていないと考えられる。組織として引き継ぎが十分行われてい
ない結果と考えられる。ただし、JICA による技術協力に関しては、組織強化に
つながると考えており、積極的な受入姿勢を示したが、要請の内容については
把握していない状況にあった。AMUAM の事務所は、車両の修理のためのワークシ
ョップが併設されているが、スタッフも 1 人を除いて解雇されたとのことで、
休業状況にある。） 
 

以上 
 
【アスンシオン清掃担当部表敬及び情報収集】  

日 時：2007 年 1 月 16 日 8 時～12 時 
場 所：アスンシオン清掃担当部(車両基地) 
出席者： 
（アスンシオン清掃担当部） 
Amagel Iloman Maciel, Director of Urban Services 
Lisandio Cueuas, Director General of Collection and Transportation  
Osean Alrnodo Pondik Hamagashira 
Omar I. MenSieta Salinas, Assistance of Technical 
Eng. Setadra Zoavala, Jofe epio de Pronifiea, erion y Yovitoreo 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
 

〈協議内容〉 
清掃局長からの業務の概要についての説明は以下のとおりである。 
 
局長は１月に入って任命を受けた。前職は、中央政府に勤務していた。収集
作業は、直営で進めており 300 人(うち 100 人が運転手、200 人が作業員)が収集
業務に従事している。そのほか、公共スペース(道路含む)の清掃に 700 人が投
入されている。当部署は、収集業務があるため、早朝より 20 時間の勤務を強い
られる大変な部署である。また、AMUAM から借り入れているトラックの修理用の
パーツが手に入りにくく車両の修理がだんだんと困難になっている。議会、コ
ミュニティに各党派があり、統一した意思の下で業務を遂行するのが難しい。 
収集車両を確保するために、新しい車両の購入を考えているが、予算の承認
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が得られるかどうか難しい。収集の民営化については、雇用の安定化というこ
とから、現在は考えていない。この部署の計画部は、収集作業の円滑な推進を
図ることが目的であり、ゴミの減量化、市民教育等については、他の環境部門
で担当している。日本の協力の下で、共に働くことができることは、とても幸
せである。 
 
（新しい局長は就任して日が浅いことから、固形廃棄物管理について、市の業
務全体をまだ把握していない。会議に出席した職員も、車両担当部長と計画部
門の女性を除いて新規採用であり、経験が浅い。組織表にて説明を受けたが、
この部門は、実務担当であり、政策･計画、予算の立案権限はもっていない。） 
 
なお、この会合の前に車両基地を視察したが、10 台程度の日本側供与車両が
簡単な部品の欠損ではなく、車の本質に係る場所(エンジン内の特殊部品の破損
等)の破損により修理不能な状況に陥っていた。説明によると、現在、市が AMUAM
から借入れを行っている車両は、1 日 20 時間近い稼働を週 6 日行っているとの
ことで、このような使用が 7 年間にわたり行われたことを考えると、現在の車
両の磨耗度は当然の結果であると判断される。修理用のパーツの種類について
も、簡単に入手できる範囲のものだけではないため、費用がかさむだけでなく、
部品を入れても稼働できるのか専門家の判断が必要である。 
 

以上 
 
【San Lorenzo Municipality】  

日 時：2007 年 1 月 17 日 9 時～12 時 
場 所：San Lorenzo Municipality 清掃担当部(車両基地) 
出席者： 
（San Lorenzo Municipality 清掃担当部） 
Eng. Erue Bacia Cora, Director 
（AMUAM 側） 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 

 
〈協議内容〉 

清掃事業の概要について以下のような説明を受けた。 
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この町の登録人口は、20 万人を少し超える程度であるが、実際は、多くの人
間が流入を続け不法滞在となっており、35万人から40万の人間が居住しており、
これは、固形廃棄物だけでなく、社会問題となっている。この町では、町の都
市部（Urban Area）のみ収集を行っている。家庭からの固形廃棄物の収集･処分
は、民間に任せる形となっており、収集する家庭からは、4 米ドル/月を徴収し
ている。民間会社は、そのうち 5％を市に戻すことになっている。収集料金が定
額になっていることで、排出量が少ない家庭には不満がある。しかしながら、
全体的(75％という表現)には、市民は満足していることにより、市に対する苦
情は極めて少ない。問題点としては、市民がゴミに対する理解が遅れているた
め、定量的な把握はしていないが、ゴミ量が年々増加する傾向にあるというこ
とである。 
現在市役所の職員は 253 人で、このうち固形廃棄物管理に従事する人々は 85
人(公共スペースの清掃、ゴミ収集、運搬等業務に従事)、また道路清掃等に臨
時で 113 人の職員を登録している。市役所の予算は、約 200 万米ドル/年で、そ
のうち清掃事業に使われる金額は、約 20 万米ドル/年である。 
AMUAM に期待する活動としては、固形廃棄物管理に関する技術支援で、技術的
に困った状況になったときに適切な指導をお願いしたい。環境庁(SEAM)につい
ても同様である。 
 
この後、市の業務を委託している民間業者の処分場を視察した。処分場は、
郊外の住宅地に近いところで、おそらくなだらかな谷地形を利用して、その空
間を埋め立てた 1,000m2 以下の極めて小規模なものが、不規則に散在している。
訪問した場所は、埋立て作業は行われておらず、現在は別の場所に移動してい
ると考えられる。覆土が行われていたが、ゴミを隠すだけでも不十分な状況に
あり、その他の設備もなく不適切な処分場である。このような小規模な処分場
(不法投棄場)が、安易に無計画に増えていくと、今後の環境修復が難しくなっ
ていく。 

以上 
 

【Villa Hayes Municipality】 

日 時：2007 年 1 月 18 日 10 時～12 時 
場 所：Villa Hayes Municipality 
出席者： 
（Villa Hayes Municipality 清掃担当部） 
Villa Hayes Municipality 市長 
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（AMUAM 側） 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 

 
〈協議内容〉 

市長のほうから以下の説明を受けた。 
 
この町では、12 年前に収集車両を 1 台購入し、有料化のうえ、現在独自で収
集･運搬、処分を行っている。処分場も昨年新しいものを建設した(設計及びア
セスメント費用 1 万ドル、施行管理 3,000 ドル、施工は直営で行ったため、費
用は不明である。書類上は衛生埋立てであるが、現実は、完全な施工を行った
わけではない)。収集が不十分(資料によると 18％)で、住民から不満があるので、
収集車両の新規購入あるいは一部民営化について検討している。民営化につい
ては、隣接している町の契約内容について検討している。 
 
環境庁(SEAM)との関係について、旧処分場については、環境庁(SEAM)から改
善指導を受けたことがある。しかし、環境庁(SEAM)が承認した医療廃棄物処理
施設のアセスメント、計画が基準を満たしたものになっておらず、環境庁(SEAM)
を信頼してはいない。なお、医療廃棄物処理施設は、住民との関係もあって軍
による管理が行われている。 
 
AMUAMについては、JICAからの収集車両がこちらに来ていないこともあるが、
川を挟んだ北側の区域は、首都圏の中でも、いろいろな条件が異なるので、
AMUCHACO という北側地域の都市の連合をつくって、そのなかで廃棄物問題にも
対応していきたいと考えている。AMUAM の前回の理事会は野党が全員欠席のなか
で新しい局長の就任が決まったが、これからは、仲良くしてやってほしいと考
えている。 
 
予算書、収集料金条例についての資料を受領した。 
 
この後、医療廃棄物処理施設(建設中、焼却施設 50t/日×2 機の予定)及び焼
却灰の埋立て施設(遮断型)を見学した。また、一般廃棄物の処分場を見学した
が、平坦地に簡単なフェンスを設けただけのもので、重機もなく、持ち込まれ
たゴミが放置されている。ただ、ゴミ量が極めて少ないため、今のところ環境
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問題が発生するような段階ではない。 
 

以上 
 
【厚生省DIGESA表敬及び情報収集】 

日 時：2007 年 1 月 19 日 7 時～9時 
場 所：厚生省 DIGESA 
出席者： 
（DIGESA） 
Eng. Cca. Eduvigis F. Cuenca Ortix, Director General Interino 
（AMUAM 側） 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議内容〉 
医療廃棄物の処理の現状について、以下の説明を受けた。 
 
現在、環境衛生総局（DIGESA）では、医療廃棄物に関する責任と役割、医療
廃棄物の分別に係る法整備を進めており、法律の承認を待っている状況にある。 
現在は、国立病院内にある焼却施設と小規模な焼却施設 16 ヵ所にて処理を行
っている。合計で毎日 4.5t/日の病院廃棄物が処理されているものと推定される。
現在 200t の未処理の廃棄物が保管されており、DIGESA の責任で 2t/日の処理を
行っている。廃棄物は発生者責任で、発生者が個別に民間業者に委託する形態
をとっている。発生者は、業者と契約を結んで適正処理に努めていると考えて
いる。民間業者に対する許可は、DIGESA が与えており、この許可を毎年更新す
る義務を与えることにより、業者が遵法するように意識を高めている。 
新しい法律が施行されれば、現在 1人しかいないインスペクターを 10 人に増
員して、より強い監視体制をしくことができる。 
動物の遺体処理は、各自治体の責任で処理してもらっている。 

以上 
 
【環境庁(SEAM)表敬及び情報収集】  

日 時：2007 年 1 月 19 日 10 時～12 時 
場 所：厚生省 DIGESA 
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出席者： 
（SEAM） 
Ing. Agron. Lilian Portillo, Coordinadora 
（AMUAM 側） 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議内容〉 
SEAM より、以下の説明を受けた。 
 
SEAM は、環境管理に関する政策を開発する役割をもっている。また、自治体
の環境管理に関するキャパシティ・ディベロップメントを行っており、昨年は
環境影響評価（EIA）に関する研修を行った。固形廃棄物に関しては、2 人程度
の職員が担当している。 
現在のような、固形廃棄物管理が適正に行われていない要因として、まだ法
整備に不十分な点があると考えている。例えば、処分場の選定に係るルールづ
くりであるとか、収集方法に係るルールづくりが必要である。また、地方自治
体が 4 年ごとに人の配置が換わることが、組織の弱体化につながっている。環
境庁(SEAM)では、法律･ガイドラインづくりの支援も必要としている。 
JICA に要請した地方分権化に関する地方環境行政能力プロジェクトについて
は、既に担当者が SEAM を離れており、要請の内容を理解していない。 
 
(固形廃棄物管理に係る政策は、SEAM の戦略の中では、特に高い優先順位とな
っていないので、担当者の配置を含め、十分な管理･指導体制が構築されていな
い。) 
 
(この後長官表敬) 
 
長官より、以下のような指摘があった。 
SEAM は、管理官庁であり、自治体の廃棄物管理の取り締まりを行っている。
首都圏の固形廃棄物管理については、Cateura の処分場が確保されたことから、
適正な収集が行われることが課題である。Cateura の処分場での受入れが有料化
されたことから、周辺の自治体が搬入を拒む姿勢も見られるが、指導を強化し
ていく。現在、市民は、意識が変わり、ゴミ料金の有料サービスを受け入れる
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ようになってきている。今後はCateuraの受入料金の値下げなどの指導を行い、
適正な処分が行われるように務める。 
 

以上 
 

【NGO Aｌtervida】 

日 時：2007 年 1 月 19 日 10 時～12 時 
場 所：DIGESA 
出席者： 
（Altervida） 
Ing. Carmen Moreira, Coordinadora Proyecto 
（AMUAM 側） 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（調査団） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議内容〉 
活動について以下の説明を受けた。 
 
当 NGO は 1985 年に設立され、現在は、120 人のスタッフを抱える組織で、①
環境管理プログラム、②農村開発、③生物多様性、④農業生態学、⑤啓発事業
等を行っており、①のプログラムでは約 60 人のスタッフが活動している。現在
は、国際機関より直接業務を受注できるところまで成長してきている。 
現在のパラグアイにおける固形廃棄物の問題としては、①自治体が廃棄物管
理に支出する金があまりにも少ない、②投入する費用が有効に利用されていな
い、③人材の育成が遅れている、④人材の確保が予算上できないといった課題
がある。 
われわれは、USAID の支援を受けて、Cateura にいたウェイストピッカーを組
織化し、処分場での有価物の選別から、各家庭からの収集に切り替え、またシ
ョッピングセンターでの分別業務、清掃業務など、新しい職種を開発している。 
われわれには、また最新の環境管理技術もあることから、JICA もわれわれの
組織を積極的に利用してほしい。 
 
 以上 
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【JICA パラグアイ事務所表敬】 

日 時：2007 年 1 月 22 日 8 時～9時 
場 所：JICA パラグアイ事務所 
出席者： 
（JICA パラグアイ事務所） 
斉藤 弘 所長 
岩谷 寛 次長 
佐久田 知親 班長 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：先方の要請の内容を確認するため、当プロジェクトのカウンターパート
を特定し、関係機関とすべての市を集めて問題分析を行って、プロジェクト
の目標を明確にしたい。東京での対処方針会議の中では、①民営化･契約、②
広域といった課題のキャパシティ・ディベロップメントが有効だという話も
あった。 
所長：カウンターパートは、AMUAM とアスンシオン市の両方となっているが、
AMUAM は機材の管理を行っているだけで、Cateura の処分場も満杯になってき
ている。JICA としては、①新しい処分場計画、②機材の更新計画が出されな
い限り支援は難しいとの意向を伝えてある。廃棄物管理に関する技術支援の
ニーズはあるが、どのようにやるのかが難しい。 
吉田：24 日から 26 日にかけてのワークショップの開催に、事務所としての協力
をお願いしたい。 
田口：技術協力プロジェクトは、何らかの形で先方にも負担を求めるプロジェ
クトである。今回の期間の中で、プロジェクトの内容を決めてしまうという
ことではなく、時間をかけて検討したいと考えている。そのため、先方に宿
題を残していく可能性がある。 
所長：技プロとする場合、専門家の選定は進んでいるのか。 
田口：今後、検討していく。 
所長：調査の内容については、最終報告があがる 2月 2日の前(1 月 29 日となっ
た)に中間報告を頂きたい。 
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調査団：了承した。 
 

以上 
 

【在パラグアイ日本大使館 表敬】 

日 時：2007 年 1 月 22 日 9 時～10 時 
場 所：日本大使館 
出席者： 
（日本大使館） 
山本 隆 参事官 
宍戸 書記官 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田より事前調査の内容と東京での対処方針会議の内容について説明を行う。 
山本参事官より、メディアで最近、ゴミのニュースが多く伝えられている。
最終処分場であったり、稼働できる車両が少ないといったことが伝えられる。
収集車両の稼働率が低いのは、AMUAM の管理能力が欠如しているのではないか、
とのご指摘を頂いた。 
調査団より、24～26 日にかけてワークショップを行い、問題点を明らかにし
ていくとの説明を行った。事前調査の結果については、2月 2日に大使館報告を
行うという予定を確認した。 
 

以上 
 

【AMUAM】 

日 時：2007 年 1 月 22 日 10 時～11 時 30 分 
場 所：AMUAM 
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出席者： 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
AMUAM 局長：現在の職員数は 11 人、私を入れて 12 人が、収支決算書と予算書作
成のため、業務を続けている。1 月 19 日に両書類を提出しており、審議を経
て承認されることを願っている。AMUAM は、選挙の戦利品として取り扱われた
ことがあるが、そうした考え方を排除して、率直性、透明性、汚職がないと
いうことを目標に頑張っていきたい。JICA の M/P は、申し訳ないが業務に追
われてまだ読んでいない。今回計画されているプロジェクトは、私の考え方
と一致しており、AMUAM に優秀な技術者を集めて、自治体の研修を行う必要が
あると考えている。個人的な見解として、AMUAM 構成自治体間をオンラインで
結び、情報を共有することが必要である。AMUAM が技術力をつけることで政治
に左右されない組織となる。Cateura の処分場の運営は、覆土の問題一つとっ
てもうまくいっていない。これらを指導する技術者をAMUAMが提供し、Cateura、
南部地区、CHACO に 1 つ処分場ができれば、首都圏のゴミ処理は解決される。 

吉田：プロジェクトの背景説明を行う。要請の内容について、AMUAM は、現在も
同様の要望があるのか？ 
局長：詳細については、検討の余地はあるが、同様である。中央政府のゴミ問
題に関する規制は今後とも強まることが予想されており、市長及び関係職員、
市民に対しての教育はますます必要である。 
吉田：24～26 日に課題と問題点を確認するためのワークショップを開催したい。
構成自治体の参加を呼びかけてほしい。 
局長：本日は電話で、明日は書面で参加を促す。 
田口：技術協力プロジェクトの内容と業務が開始されるまでの流れについて説
明。パラグアイ側にも負担が生ずることなどを説明する。 
後藤：2006 年決算書、2007 年予算書に自治体の固形廃棄物管理の向上に務める
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ための活動費目は含まれているのか？ 
局長：AMUAM は、車両の貸し出しを行っているだけの組織であることから、その
ような費目はない。 
 
ワークショップの日時･会場の確認を行い、終了とした。 
 

以上 
 
【アスンシオン市役所】 

日 時：2007 年 1 月 22 日 12 時～13 時 30 分 
場 所：アスンシオン市役所 
出席者： 
（アスンシオン市役所） 
Ms. Evangelina Gallegos de Troche（アスンシオン市長） 
Dr. Hugo Cañiza, Chief, Departamento de Desarrollo Metropolitano, 
Asociación de Municipalidades del Área Metropolitana (AMUAM) 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
LUIS Gonzalez Caldesine 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：事前調査の目的について説明した。要請時点から、政情が変化している
が、この要請はまだ、市側にとって必要なことなのか？ 
市長：必要性はある。実施内容は、AMUAM の状況に合わせて修正する必要もある
と考える。現在、車両のスペアパーツの不足、処分場に対する未払いなどの
問題が生じており、この分野での成果がみられない。 
吉田：関係者全員が集まることで問題点と解決策を図る必要がある。ワークシ
ョップにアスンシオン市からも出席をお願いする。 
市長：Dr.カニーサを派遣する。 
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吉田：ワークショップの結果により、パラグアイ側の希望と日本側ができるこ
とが一致すれば、プロジェクトは開始できるが、そうでないと実施できない
場合もあり得る。基本的には、協力していきたい。市の要望はあるか？ 
市長：ゴミ問題は深刻である。処分場の有料化によって、搬入を拒む市もある
し、地方自治体の未払いが市の負債となっている。また、収集車両も 42 台の
うち、使えるのは 12 台である。AMUAM は市の出資であり、市の負担が大きい
ため、この金曜日に市は AMUAM からの脱退についても用意をしている。セン
トラル県が、財政投入すべきである。 
吉田：市が AMUAM から脱退するのであれば、プロジェクトは実施できない。 
市長：各自治体は構成員であるという自覚が必要である。解決策として、セン
トラル県にもう 1つ処分場があれば問題は解決される。 
吉田：AMUAM の使命は？ 
市長：目的が達成され、費用が適正であれば、AMUAM は車両貸し出し以外の活動
も可能である。しかし、事実上の負担がすべてアスンシオン市だけにかかっ
てくるのは問題である。スペアパーツが高いので、安いブラジル製の車両が
欲しい。 
吉田：市として AMUAM の支援が難しいとすれば、プロジェクトの前提が崩れる。
財務的な問題で、市が AMUAM から撤退するのであれば、プロジェクトを一か
ら検討しなくてはならない。 
Dr.カニーサ：処分システムの改善を図る必要があり、不法投棄の取り締まりの
ための方針･指針を整理している。各市に環境政策の徹底を求め、現在市で策
定中の指針を無料で各市に配布するとともに、Cateura 処分場への受入料金の
値下げを求める。現行の料金(9.9 米ドル/t) は、他の処分場と比べて高すぎ
ると考えている。このため、Cateura 処分場の運営管理を行っている民間企業
の会計検査を行い、受入料金の適正化を検討しているところである。また、
各市に環境担当課を設けるよう支援し、首都圏での廃棄物管理に関する政策
の一致を行う。この JICA プロジェクトを通して、自治体の能力の向上と管理
体制の強化を図りたい。 
 
ワークショップへの参加と会場･日時の再確認を行う。 
 

以上 
 
【厚生省 DIGESA】 

日 時：2007 年 1 月 22 日 15 時～15 時 30 分 
場 所：厚生省 DIGESA 
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出席者： 
（DIGESA） 
Eng. Cca. Eduvigis F. Cuenca Ortix, Director General Interino 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田よりプロジェクトの背景について説明を行った。そして、パラグアイで
の厚生省の固形廃棄物管理の権限と責任について説明を求めた。 
厚生省は、医療廃棄物管理に関する管理官庁であり、現在医療廃棄物管理に
関する法律を整備して、承認を待っているところである。厚生省は、この収集
業者に対して許可を与える権限をもっており、この更新を1年ごとに行う際に、
彼らの活動を評価し、場合によっては、許可の取り消しもあり得る。 
都市ゴミについては、厚生省は監視権限がない。個人的意見としては、住民
に意識の改革を図ることで問題を解決する。不法投棄に関しては、環境庁（SEAM）
と法務省の環境検事局の取り締まりが必要である。現在は、政治的な意図もあ
って、黙認されている。自治体の多くは、Cateura の処分場に搬入する費用がな
いため、自治体の承認により、収集業者が不法投棄を行っている現状である。 
 
調査団よりワークショップへの参加を要請し、受け入れられた。 
 

以上 
 

【環境庁 （SEAM）】 

日 時：2007 年 1 月 23 日 10 時～10 時 30 分 
場 所：SEAM 
出席者： 
（SEAM） 
Ing. Agr. Luis Eduardo Molinas Belen, Director (環境戦略部長) 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
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（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田より、環境戦略部長に対し、調査の背景について説明した。SEAM の固形
廃棄物管理に関する権限、組織、活動について質問した。 
 
SEAM は、環境分野のすべての課題を包括する組織であり、法律の制定、取り
締まりを主要業務とし、実務は、自治体の責任である。Cateura の処分場の運営
についてもモニタリングと指導を行っている。廃棄物は、環境分野の中でも頭
の痛い問題であり、自治体は責任をもって実行してほしい。プロジェクトの開
始時期としては、現在行政が新しくスタートした段階であり、いいタイミング
だと思う。AMUAM の評価については、多くの自治体が固形廃棄物管理を自分の問
題としてとらえていないこともあって、廃棄物管理行政も多少の不備があって
も仕方がないというコメントにとどめたい(AMUAM がうまく機能していないこと
を示唆した)。 
 
セミナーへの参加をお願いし、了承を得た。 
 
(その後環境庁長官表敬、11 時 50 分～13 時 10 分) 
参加者は同様 
 
吉田：JICA プロジェクトの概要の説明を行う。この際、カウンターパートなる
アスンシオン市と AMUAM の現状について、不安があるとし、特に AMUAM につ
いては、現状では車両レンタル業務のみの弱体な組織であることがわかった。
カウンターパートがしっかりしていないと、プロジェクトの前提が崩れるこ
とから、今回のプロジェクトに関してだれとプロジェクトを実施すべきかに
ついて長官の意見を求める。 
長官：私は前市長の環境顧問であり、当時の固形廃棄物の問題であった最終処
分場問題を解決するため、Cateura にモジュール 4を建設し、その過程で民営
化を行った。この結果として、各自治体は収集に責任をもち処分場は Cateura
とする、そして近い将来、各自治体の負担により新しい処分場を建設すると
いうことで解決の方向がみえた。しかし、自治体の収集は現在も不適切であ
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り、また Cateura 処分場への搬入も処分料金の問題のため、行っていない。
自治体は、新しい処分場の建設に同意したにもかかわらず、協力しない状況
にある。そのため、環境庁（SEAM）として行政介入を行い、各自治体に対し
て通達を出したが、回答がない。この点に対して告発を試みているが、政治
家の介入により書類送検ができない状況にある。 
吉田：自治体が非協力的であるとして、AMUAM も弱体であるとすると、本プロジ
ェクトのパラグアイ側のカウンターパートはどことなり得るのか？ 
長官：告発ができれば、AMUAM は結果として機能するようになる。どのような組
織であれ、各自治体の確約がなければ、意味がない。時期としては、市長が
入れ替わったこと、またゴミ処理の優先順位が高いことで、今はいい時期だ
と思う。問題点としては、処分場はあるので、収集だけである。各自治体は、
収集の適正化を行い、また処分には、お金が必要だということを理解してほ
しい。AMUAM には、優秀な人材を集め、各市の清掃行政のモニタリング、指導
ができる体制が必要である。AMUAM の技術班が、自治体を指導する体制が必要
である。 
吉田：AMUAM は強化できるか？ 
長官：現在は、政治的な存在であり、今後は指導能力の強化が必要と考えてい
る。SEAM は、管理官庁であり、指導官庁ではない。最終的なゴミ処理の責任
は自治体にある。AMUAM が自治体を指導して、告発に至る場合は、SEAM と検
事局がフォローする。 
吉田：AMUAM の能力に不安を感じている。 
長官：設立当初は、それなりに機能を果たしていた。今後、日本側の支援でプ
ロジェクトを実施し能力を強化することによって機能するようになる。AMUAM
は、外部からの支援を期待しているが自らやる姿勢を見せてから、支援する
必要がある。SEAM も、AMUAM が機能するよう圧力をかける。これはパラグア
イ側の問題であるが、圧力をかけることと日本の支援により、AMUAMN の技術
力を向上させたい。 
吉田：日本側は、今回のワークショップなどで、首都圏自治体が一丸となって
プロジェクト実施の意欲を見せれば、協力したい。 
長官：新しい組織を入れても法制度に時間がかかり、問題が複雑化するのみで
あり、既存のものから、何かをつくることが必要である。AMUAM が弱体である
からといって他の機関をつくるべきではなく、AMUAM 強化が必要である。 
吉田：市長への呼びかけ等、SEAM の協力をお願いしたい。 
 

以上 
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【JICA パラグアイ事務所】 
日 時：2007 年 1 月 26 日 14 時～15 時 
場 所：JICA パラグアイ事務所 
出席者： 
（JICA パラグアイ事務所） 
岩谷 寛 次長 
佐久田 知親 班長 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田より、事前調査のこれまでの経緯の概要を説明した後、PCM ワークショッ
プの結果を基に、プロジェクト案の概要を説明した。 
 
吉田：プロジェクト実施機関(カウンターパート)として、アスンシオン市と
AMUAM ではなく、アスンシオン市も AMUAM に加盟する一つの自治体であるとい
う認識より、AMUAM 単独としたほうがすっきりすると考えている。AMUAM につ
いては、政府組織の法律上の位置づけを確認し、単独でも ODA のカウンター
パートとなり得る資格のある団体なのかについての確認を行う。 
AMUAM がカウンターパートとして不適切な場合、環境庁(SEAM)がその候補と
してあがってくるが、環境庁長官自ら語ったところによれば、環境庁(SEAM)
は、管理規制官庁であり、指導官庁としての役割はないとしていることから、
そのあたりについて、来週再協議を行う。環境庁長官が、環境庁(SEAM)が廃
棄物管理事業に関する指導官庁としての役割はないと述べたことは、現在、
実施を計画している地方分権化に伴う地方環境行政の向上を目的としたプロ
ジェクトのカウンターパートを務める予定のSEAMの役割と矛盾するように感
ずる。 
今回ミニッツを残していく際に、第 2 回目の事前調査を実施する前提条件
として①全 24 市の市長のプロジェクトに対するコミットメント、②AMUAM の
活動に廃棄物行政の指導が含まれることを確認するレター、③AMUAM に技術ス
タッフが登用されること、といった事項を考えているが、最初の事務所との
協議の中で、所長が示唆された「収集機材の更新計画」、「新規処分場の開発
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計画」の提出についても前提条件とするべきか。 
岩谷：JICA パラグアイ事務所は、必要と考えている。 
吉田：月曜日の所長との会議で、24 市の市長会議を JICA で実施することに承認
を得、その会議の中でプロジェクト内容の説明をして全市の合意を得ること
を促進したい。今回は、プロジェクト目標と成果までを整理した内容を M/M
として締結し、プロジェクトの活動内容の詳細については、次回の第 2 次ミ
ッションにて協議を行いたい。 
 

以上 
 
【AMUAM】 

日 時：2007 年 1 月 27 日 11 時～13 時 30 分 
場 所：AMUAM 
出席者： 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
（アスンシオン市役所) 
Dr.カニーサ （環境局長） 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：このプロジェクトを実施するとした場合に前提条件となるべき事項につ
いて確認したい。まず、AMUAM が政府間援助のカウンターパート機関を務めら
れる機関であるかどうか確認したいので、AMUAM の法的位置づけについて教え
てほしい。 
AMUAM：この組織は、大統領令 19884 号によって組織と定款を承認されている。
質問の法的位置づけについて早急に確認する。加盟自治体が、脱会すること
は可能である。 
吉田：自治体に対して、固形廃棄物管理の指導が可能な組織であるのかどうか、
定款の内容を具体的に説明してほしい。 
AMUAM：具体的には、記載されていないが、定款の第 2 節、第 3 節の内容から、
AMUAM は、自治体の固形廃棄物管理を指導することができると解釈される。 
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吉田：法的位置づけと定款の説明については、レターにて提出をお願いしたい。
次に、今年度予算について説明してほしい。 
AMUAM：承認された 2007 年度予算は、収入、支出とも約 167 億 Gs である。収入
のうち、87 億 Gs は今までの未収金、今年度の新規収入は、74 億 Gs で、主と
して、収集車両のレンタル料金である。収集車両は 34 台の稼働を見込み、仮
に稼働しなくてもアスンシオン市は、支払いを行ってくれる。支出では、全
体で 48 人の職員をこの 2月から採用する内容となっている。これから面接と
採用を進めていく予定だ。これは 24市から各 2人推薦で 48人となっている。
しかし政治的対立から、現在の AMUAM に協力しない自治体(野党)からは推薦
がないため採用できず、その場合欠員が生ずるため、協力する自治体から 2
人ではなく 3 人を採用することになる。ただし、このうち 1 人は、短期契約
とし、今後協力してくれる自治体の推薦枠 2 人と入れ替えができる体制をと
っておく。支出のうちの 50 億 Gs は、2004 年以前の未集金の処理に当ててい
る。 
機材更新用として内部留保していたお金約 20 億 Gs は、銀行の倒産により
回収が難しく、土地を譲渡されることになると考えている。ただし、その土
地の売却については、物件の条件が悪く現金化は困難である。よって、事実
上、内部留保金はほとんどない状況である。 
後藤：新局長が、就任後の協議の中で、JICA パラグアイの事務所長より、今プ
ロジェクトの実施にあたり｢新処分場の建設計画｣、｢機材更新計画｣の提出を
求められたと聞いている。新処分場の建設計画は、今回のプロジェクトの中
で、関係自治体との協議の中で解決できると思われるが、更新計画について
は、現在のところ財源的に厳しいと考えられる。この際、7年間使用した機材
の減価償却を完全に行い、書類上廃棄処分とすることで、機材のレンタルと
いう業務を止めて、AMUAM 本来の業務に立ち返り、自治体の加盟金によって運
営していくという形で 2008 年以降の予算を組むというのはどうか。 
AMUAM：JICA パラグアイ事務所長からは、今回のプロジェクトでは、資機材の供
与は難しいとの話と｢新処分場の建設計画｣、｢機材更新計画｣の提出を求めら
れている。AMUAM では、アスンシオン市との間でレンタル料金の前払いという
形で融資を受け、機材を更新する計画を考えている。レンタル料金は、AMUAM
にとって大切な収入であり、将来は、これらの資機材を用いて単なるレンタ
ルのみではなく自治体の収集事業に参入することで収入の増加を考えている。
そのため、JICA には、中長期の AMUAM の経営計画を考えたうえで、｢機材更新
計画｣の提出を考えている。 
AMUAM を構成する自治体は財源が厳しいので、AMUAM 自体に収入がないとや
っていけない。今回、AMUAM の経営の全面的な改革を行い、日本側の支援も含
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めて固形廃棄物管理を指導できる組織づくりを行い、政治的介入を排除でき
るような組織にしたい。 
吉田：今後の工程について説明したい。月曜日に JICA にて会議があり、また
AMUAM の法的なステイタスも明確でないので、まだ決定された内容でないこと
を前提にお話したい。 
今回のミッションでは、セミナーで明らかにしたプロジェクト目標と成果
を記載した内容で、調査団と AMUAM が M/M を結ぶ。ただし、このままでは、
まだプロジェクトは開始できず、活動内容について詳細を詰める次のミッシ
ョンが来ることになる。その条件として、①AMUAM を構成する 24 都市のすべ
ての市長のコミットメント文書、②AMUAM がプロジェクトのカウンターパート
を務められる法的ステイタスと組織人員を有するという確約書、③機材更新
計画書の提出が条件となる。このうち、②については、早急な提出をお願い
したい。 
AMUAM：了解した。 
 

以上 
 

【JICA パラグアイ事務所】 

日 時：2007 年 1 月 29 日 8 時～9時 
場 所：JICA パラグアイ事務所 
出席者： 
（JICA パラグアイ事務所） 
斉藤 弘 所長 
岩谷 寛 次長 
佐久田 知親 班長 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：途中経過を報告する。調査団として到着後、関係機関と協議したが、こ
のプロジェクトの要請内容を十分理解していないという事実があった。各自
治体を対象にワークショップを実施し、参加型 PCM により問題分析を行った
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結果、15都市の参加と30人を超える参加者があり、問題点が明らかになった。
技術的側面では、収集の不十分さと不適切処分場への投棄がある。また、民
営化が進められているが、委託に係る契約等の不透明さと低いサービス水準
があげられる。全体的な傾向として民営化が進んでいる。PCM のワークショッ
プより、問題解決の方法として配布資料プロジェクト概要(案)に示した 4 つ
の成果に集約されると考えた。この概要(案)に示した活動については、第 2
次ミッションに協議をお願いすることになる。 
このプロジェクトに関するリスクとして、カウンターパート機関となる
AMUAM の脆弱性があげられる。今まで、①機材のレンタル会社としての機能し
か果たしていないこと、②新政権下で与党のみで理事会を開いていること、
③新採用となる職員が、野党の市からの参加がない限りすべて与党の市から
採用されることになること、④カウンターパート職員の任期が 1 年であるこ
とから不安定な雇用環境にあること、⑤新しい活動に関して予算が取れてい
ないことなどがあげられる。 
基本的な外部条件として政治的な対立という状況を抱えている。このよう
な状況下で、リスクを抑えるために、概要(案)に示した前提条件を準備した。 
これらの点について、事務所の助言をお願いした。 

所長：現状の政治的対立は理解しているが、この対立は収束に向かっていくの
ではないかと思う。前提条件は、少し高いともいえるが、これらは、やはり
確認が必要であると考えられる。AMUAM の職員構成は、与党側だけでもいいの
ではないか。 
吉田：プロジェクト内容の確認と各市長よりコミットメントを頂くため、水曜
日に全市の市長を JICA が招聘する形で説明会を行いたい。そのための支援を
事務所にお願いしたい。 
所長：了解した。 
吉田：前提条件をクリアした場合には、第 2 次事前調査団を派遣することにな
る。その時期については、相手側にタイミングを図る必要がある。 
所長：相手に活動予算が取れていることを確認するには、2007 年の 12 月ごろ事
前調査を実施して、来年3月ごろにプロジェクトの実施となるのではないか。 
吉田：プロジェクトは 3 年間を予定しており、その間に専門家が適宜、短期で
入り、ローカルコンサルタントがアシストする形を考えている。 
所長：投入としては、妥当ではないか。 
 
調査団の今後の日程と相手側の署名者を確認し、終了した。 

以上 
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【環境庁 （SEAM）】 

日 時：2007 年 1 月 30 日 8 時～10 時 
場 所：SEAM 
出席者： 
（SEAM） 
Ing. Agr. Luis Eduardo Molinas Belen, Director (環境戦略部長) 
Ing. Alfredo Silvio Molinas Maldonado, Minister (環境庁長官) 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
（JICA パラグアイ事務所） 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：前回訪問してお知らせしたように、自治体の職員を対象にしたワークシ
ョップを開催して、JICA プロジェクトの内容について構想を整理した。これ
に基づいて JICA と AMUAM が M/M を結ぶ予定である。今日の訪問は、M/M の内
容の説明と環境庁(SEAM)にウィトネスとしてサインのお願い、また水曜日に
行う市長会への参加をお願いすることを目的として来た。 
まず、プロジェクトの内容について、説明を行う。M/M(案)の項目を説明し、
目標を達成するための 4つの成果について述べ、AMUAM が主体性をもって実施
する必要があることを説明した。 
環境戦略部長：内容は理解した。SEAM としても固形廃棄物管理行政の向上を期
待している。AMUAM の自治体間の調整能力の向上は課題である。 
AMUAM 処分場の選定は進んでいるのか？ 
AMUAM 局長：候補地については、2つほどあがっており、今後の調整を行いたい。 
吉田：この M/M に長官のサインはお願いできるか？ 
環境戦略部長：法律顧問部を通して長官に依頼する。問題はないと思っている。 
吉田：明日の市長会議に長官あるいは高官の方に出席していただきたい。 
環境戦略部長：長官は、明日視察があり、無理だと思う。ただ、誰かを派遣す
る。 
吉田：地方分権に係る JICA プロジェクトは進展しているのか？ 
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長官の到着 
 
環境戦略部長：先に今までの協議内容を長官に説明する。 
長官：今までの協議事項と同様の内容であり、問題はない。これも環境行政の
分権化にあった手法である。新しい組織をつくってプロジェクトの受け皿に
するとの話もあったが、AMUAM がカウンターパートを務めることは妥当である。
JICA からの支援を受ける AMUAM 及び自治体は、主体がわれわれであることを
自覚してほしい。SEAM もこのプロジェクトを支援する。 
もう一つの JICA 案件に関して、地方分権を進めていく際、地方自治体に知
識がないことからこの案件を要請した。51 の県を集めて研修を行うが、その
うち、独自の環境関連予算を確保する県が 15 でも出てくれれば成功である。
このなかでは、一般的なことではなく、問題を絞って協議してほしい。この
なかでも廃棄物への取り組みとして、AMUAM を対象としたプログラムを取り上
げたい。 
吉田：今回 M/M(案)をお持ちした JICA プロジェクトは、すぐには開始できない。
前提条件を提示し、パラグアイ側の主体的意志を確認したい。 
長官：AMUAM に働きかけを行い、ここで示された以上の条件をクリアするよう指
導する。 
吉田：市長会で、SEAM として発言をお願いしたい。 
長官：了承した。副長官を派遣して、発言する。 
 
M/M 署名の日時は金曜日の 10 時と確認して終了とした。 
 

以上 
 
【市長会議】 

日 時：2007 年 1 月 31 日 15 時～16 時 30 分 
場 所：JICA パラグアイ事務所 
出席者： 
13 都市市長及び市長代理(出席者リスト参照) 
（SEAM） 
Ing. Agr. Luis Eduardo Molinas Belen, Director (環境戦略部長) 
環境副長官 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
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（JICA パラグアイ事務所） 
斉藤 弘 所長 
岩谷 寛 次長 
佐久田 知親 班長 
山本 健二 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
本日の議長は、SEAM及びJICA事務所長が務めるということで会議が開始された。 
 
プロジェクト概要説明の後、質疑に入った。 
 
パ側：前提条件で求められている市長の連名のレターについて説明してほしい。 
吉田：このプロジェクトは、皆様が主人公ですので、そのやる気を確認したい
ということです。文書の内容は、そちらで決めていただいて結構です。JICA
としては、24 都市の皆様がこのプロジェクトを期待しているということであ
れば結構です。 
パ側：どのようなエキスパートが派遣されるのか？ 
吉田：前提条件がクリアされた場合の派遣される第 2 次事前調査の中で活動内
容を含めて計画される。活動内容はパ側と協議する。 
パ側：もし、署名できなかったらどうするのか？ 
吉田：支援は難しい。パ政府からの要請では、すべての市に対しての支援を要
請されている。 
パ側：どの程度の猶予を頂けるのか？ 
吉田：業務を開始するのは、第 2次ミッションから 5ヵ月程度かかることから、
来年から始めるとしても 7 月には、ミッションを派遣する必要がある。早く
始めるためには、できるだけ早く要件を満たしてほしい。 
パ側：何故、24 市の署名にこだわるのか？AMUAM の意志は、理事会で決定され
る。 
吉田：AMUAM の理事会の意思があった場合には、検討する。しかし、今のところ
そのような要請はあがっておらず、パ政府のもともとの要請を尊重する。 
パ側：今回のプロジェクト期間は？ 
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吉田：3年間を考えている。 
パ側：JICA の投資はどの程度か？ 
吉田：第 2次ミッションの活動内容によって決定する。現在は未定である。 
パ側(AMUAM)：SEAM との話の中で一部の都市が AMUAM から退会して、新しく公団
に移るという話がある。 
吉田：すべての話が決まり、政府から JICA 宛に通知が行ってから、検討する。
パ側の行動に関しては、われわれは干渉しない。しかし、パ側で決定後に、
通知された場合には、誠実に対応する。 
パ側：ここに参加している都市は、すべてやりたいと考えている。興味がある
自治体が大統領に要請し、そこから JICA に依頼した場合はどうか？ 
吉田：対応について今は申し上げられない。 
パ側：機材の更新計画については、AMUAM が更新の資金を用意するようにという
ことでしょうか？ 
吉田：AMUAM との協議の中で、資金は用意できると聞いている。 
パ側：JICA の支援について聞きたい。 
吉田：ハード、ソフトについては今まで支援している。現在の問題は、ヒュー
マンウェアである。JICA では、47 ヵ国でこれまで廃棄物に係る支援を行って
きているが、ここはレベルが高いと考えている。しかし、ヒューマンウェア
がうまくいかないので、問題が生じていると考えており、ここについて今回
は支援を行いたい。 
パ側：自治体の中で、前回機材の供与を受けていない、今回の案件の中で規模
の小さい自治体に対して機材の供与をお願いしたい。 
吉田：次回のミッションとの協議になると思うが、まずは、キャパシティビル
ディングが先になると思われる。 
SEAM：SEAM は今回のプロジェクトは、すべての自治体が取り組むべき課題と考
えているので、ぜひ成功していただきたい。今回の前提条件をクリアしてく
ださい。法律に基づいて、収集業務、最終処分を行ってください。国の環境
は全員が責任をもつという観点から、ぜひ実施していただきたい。 
 

以上 
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【技術企画庁】 

日 時：2007 年 2 月 1 日 9 時～10 時 30 分 
場 所：技術企画庁 
出席者： 
（技術企画庁） 
Mr. Pedro Sosa, Director, Dirección de Cooperación Internacional, 
Secretaría Técnica de Planificación (STP) 
日本人専門家 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：JICA では、首都圏全 24 都市の自治体の廃棄物実態調査を行うとともに
AMUAM との協議を重ねてきた。昨日は、市長会を開催して、業務内容に合意を
得た。明日、合意文書の署名を行う予定である。今日の訪問は、全国の企画
を担当するこの省庁にプロジェクトを認識してほしいとの思いで訪問した。
プロジェクトの概要を説明し、詳細は第 2 次ミッションで決定する。プロジ
ェクトの開始にあたり、何かアドバイスがあれば、お願いしたい。 
パ側：JICA 現地事務所と私たちは良好な関係をもっている。この案件も、この
官庁で厳格な審査を行った。当案件は、わが国にとって不可欠な案件である。
現在は、住民にゴミに対する意識が不足しているため、問題が生じている。
これは、現在のデング熱にも象徴されている。その点、このプロジェクトは、
われわれの要望を満たしている。ゴミに対しては、意識改革がうまくいかな
い場合には、法による規制が必要であり、法制度の整備が必要となる。提示
された前提条件は、必ず、クリアしなくてはならない。無償機材に関する報
告書は受け取っていないが、収集車は見かけるし、普通の 2 倍以上使ってい
ると思う。プロジェクトが開始された場合、パイロットプロジェクトを実施
していただけるとありがたい。ゴミのリサイクルで生計を立てている人も居
り、問題が解決されて家計の助けになることを期待する。当国に合った、日
本の最新技術を移転していただきたい。 
吉田：環境庁とは十分な協議を行った。SEAM は、このプロジェクトの重要性を
理解し、サポートを約束してくれた。市長会議では 13 都市の出席しか得られ
なかったが、日本としては、当初の予定どおり、全域についてプロジェクト
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が実施できるよう SEAM の調整を期待している。 
長期の国家計画をもっていますか？ 
パ側：2015 年度を目標年度とした計画書があり、この四半期のうちに承認され
ると思われるので、承認を受けた後に、JICA にもお届けしたい。 
 

以上 
 
【環境検察局】 

日 時：2007 年 2 月 1 日 11 時 30 分～12 時 30 分 
場 所：環境検察局 
出席者： 
（環境検察局） 
Abg. Jose Luis Casaccia Varas, Agenta Fiscal Unidad Penel Esp. Ambiental, 
Ministerio Publico 
Unidad Penal Especializada Ambiental, Agenta Fiscal Unidad Penel Esp. 
Ambiental, Ministerio Publico 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：プロジェクトの背景、現在までの協議内容を説明し、環境改善という共
通の目標をもっていることから、ぜひ情報の共有をしたいと考えている。 
パ側：われわれの目的は一致している。検察庁は、司法権ではなく国民を代表
し、刑法に基づき執行する機関である。行政と協力して、環境に係る刑事罰
案件を少なくしていきたい。 
吉田：プロジェクトが開始する場合には、情報交換が必要であると考えており、
検察庁としてのアドバイスをお願いしたい。 
パ側：医療廃棄物問題に関しては、いろいろ危機的な状況もあった。われわれ
は、厚生省と自治体が対策をとるような機関的猶予を与えると同時に、ピラ
ミッドの上で、圧力をかけている。不法投棄など行政に責任があった場合な
ど、われわれで追及する。 
 

以上 
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【AMUAM】 

日 時：2007 年 2 月 1 日 16 時～17 時 30 分 
場 所：AMUAM 
出席者： 
（AMUAM 側） 
Lic. Amado Benitez Portllo, Director Executive of AMUAM 
（調査団） 
吉田 充夫 総括 （JICA 国際協力専門員） 
田口 達 協力企画 （JICA 地球環境部） 
後藤 孝志 固形廃棄物管理担当 （NJS コンサルタンツ） 
羽地 朝新 環境社会配慮/評価分析 (日本開発サービス) 
 

〈協議事項〉 
吉田：明日のサインに備えて、①議事録の確認、②昨日提出された文書に対す
る質問がある。議論は、最後の場となるので何かあれば、お話ください。 
まず、M/M の内容については、市長も同意されているのか？ 

AMUAM：内容については、既に検討済みであり、法律顧問及び市長も合意してい
る。 
吉田：細部の修正としてサイナー及び参加者リストに変更がある。また②につ
いてであるが、AMUAM の法的ステイタスについては理解した。しかし、頂いた
レターが前提条件のすべてを満たしているとは考えられない。より具体的に
決定した内容をレターで示してください。 
AMUAM：現在人事については、理事会の同意が取れていないので待ってほしい。
機材のリニューアルというのは、新規機材の購入ではなくて、補修であり、
毎月 2 台ずつ補修をかけていきたい。イタイプ公団には、10 台の車両の供与
を期待している。また、30～40％含まれる有機性廃棄物の処理の解決を図る
ためのパイロット事業を計画している。機材の更新計画、経営計画について
は、3年は難しい。政治的なところもあって、現体制の中では、長期的な計画
は作成できない。 
吉田：これは、政府と政府の話であるので、AMUAM の問題ではない。現体制の中
で長期的な見通しを示してほしい。体制が変わった場合には、またその場合
に検討する。 
AMUAM：了解した。 
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